
【９月１１日（水）稲刈り（５年生）】 

厳しい残暑の中、５年生が稲刈りをしました。一株一株手刈りして、先日のよりない体験で作っ

た縄で束ねました。縄で束ねてほどけないように結ぶことが難しかったようです。この体験を生か

して、生産者への感謝の気持ちをもってほしいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～２学期大切にしてほしいこと → 思いやりの気持ち～ 

２学期が始まりました  ～「力」を伸ばす好機～ 

 ９月２日（月）から２学期が始まりました。子どもたちは夏休

みの課題や制作物を両手に抱えて元気に登校してきました。夏

休みの成果物については、各学級で頑張ったところや工夫した

ところなどを一人一人発表し、教室の後ろや廊下に掲示して全

校児童が見ることができるようにしてあります。 

 始業式では、思いやりの気持ちをもって学校生活を送ろうと

話しました。斐伊小学校は、目指す子どもの姿として、「学び合

う子」「助け合う子」「元気な子」の三つを掲げています。それぞ

れの姿に到達するためには、いろいろな要素があると思いますが、

その一つが思いやりの気持ちだと思います。 

２学期は１年の中で一番長い学期です。授業の内容が多くなり難しくなっていきますので、友達と学び

合って力を伸ばしてほしいと思います。また、縦割り班活動や行事を通して学級の友達や異学年の友達と

の関わりを深めてほしいと思います。 

今学期も、保護者の皆様、地域の皆様のご支援ご協力をよろしくお願いします。 

 

 

 

 

 

【９月６日（金）よりない体験（５年生）】 

 稲刈りに備えて、よりない体験をしました。２，３本 

ずつ二つに分けた稲わらを「より（縒り）をかけながら 

縄にするのは、５年生にとっては難しく、苦戦する子ど 

もがたくさんいました。地域の皆さんに丁寧に教えても 

らい何とか必要な数の縄をつくることができました。 

      

 ひいの子 
めざす子ども像：学び合う子・助け合う子・元気な子   令和６年９月２０日 発行 文責：校長  

校 報 木次中学校区のめざす子ども像 

・ふるさとに愛着をもち、多様な他者と進んで関わる子ども 

・心身ともに健康で、しなやかさとたくましさのある子ども 

・自ら判断し、生き生きと表現する子ども 
 

夏休みの思い出～１年生～ 

厳しい暑さの中、よりない体験、稲刈りでお世話になった地域講師の皆さん 

８名 



【９月１２日（木）なかよし班あそび（全校）】 

斐伊小学校には１年生から６年生までの児童で構成されている 

なかよし班が１８班あります。２学期はこのなかよし班で定期的 

に遊んで異学年の友達との関わりを深めていきます。この日は校 

舎内でジェンガをしたり、カードゲームをしたり、だるまさんが 

転んだをしたりして楽しみました。 

  

 

 

 

 

 

 

陸上練習が始まりました 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０月の主な行事予定 

２日（水）～４日（金）夢発見ウイーク 

※中学生３人が職場体験 

２日（水）１～４年遠足（尺の内公園） 

８日（火）スクールカウンセラー来校日 

計算会 

 ９日（水）陸上大会壮行式（昼休み） 

１０日（木）６年雲南市小学校陸上大会 

１７日（木）～１８日（金） 

５年宿泊研修（サン・レイク） 

２１日（月）うち読週間（～10／27） 

２２日（火）書取会 

２３日（水）広島交響楽団巡回公演 

２４日（木）ロードレース大会 

 

１年生からのお願い ～ペットボトルのキャップを集めています～ 

１年生は図工の学習でペットボトルのキャップを使った造形遊びをする予定です。教室いっぱいに

キャップを広げて学習活動をしたいと思います。そのためには、たくさんのキャップが必要となりま

すので、全校の児童に呼びかけて集めているところです。地域の皆様にもぜひご協力いただきますよ

うお願いします。 

洗って乾かしたペットボトルのキャップを、少量でもかまいませんので小学校まで持ってきていた

だくと助かります。よろしくお願いします。 

 １０月１０日（木）に第２０回雲南市小学校陸

上競技大会が開催されます。今年も午前中開催で

す。 

 ６年生は、９月１１日（水）から陸上練習を始

めました。６時間目を体育にして、陸上運動の勉

強をした後で、出場競技の練習を行うようにし

て、放課後の練習の時間はできるだけ短くしてい

ます。６年生にとっては市内小学校６年生と交流

する絶好の機会となります。それぞれの目標に向

かって粘り強く取り組んでほしいと思います。 


